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要旨 

【背景・目的】 

乳癌患者における精神症状や QOL 低下は高い確率で発生する。これらの精神症状およ

び QOL 低下に対し、運動療法が有用であるという報告が複数ある。本研究では手術適

応と診断された乳癌患者に対し、手術後より運動を導入し、うつ状態および QOL に影

響を及ぼすか検討を行った。 

【対象・方法】 

東京慈恵会医科大学附属病院で乳癌と診断された 28 名。退院時より手術後 1 ヶ月目ま

で身体活動量の計測を行い、この活動量を基準値とした。手術後 1 ヶ月目より、身体活

動量が個々の基準値を上回ることを目標として設定し、ウォーキングを中心とした運動

を行う事で目標を達成するよう指導した。うつ状態および QOL は，運動導入前と導入

後 2 ヶ月目（手術後 3 ヶ月目）に自己記入式の評価尺度（CES-D、SF-36）を用いて評

価した。 

【結果】 

運動の導入後、身体活動量は有意に増加し、うつ状態の評価尺度 CES-D および QOL

の評価尺度 SF-36 の点数は運動導入前後の比較で改善した。また運動導入後の身体活動

量と、導入後 2 ヶ月目の各評価尺度の値は相関関係を示し、身体活動量が多いほどうつ

状態および QOL が良い状態であった。以上の結果より、手術後の乳癌患者のうつ状態

および QOL 低下を改善する方法として、運動が有用である可能性が示された。 

 






